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第 6□  神 奈 |,1県 支 部 総 会 開 催 の お 知 ら せ

校友の皆様、ご健勝 にておすとしのことと存じます。来る 3月∞ El・ イ日)に
京都より谷椰武雄総長をお■:え して第 6回総会をりJき ます。校友多数の参″じを
お待ちしております。家族の参加大歓辺 です。

・ 期 日  薩和63年 3月 20日 `日 )
・ 場 所  ョコ ′ヽマプラザホテル
‐
会 費  ¥lo,ooo

(年会費を合む )

3 a,,-?artiitu Sinfr

横浜市西区商島 2-!2-12
■045(461)1771〈大代 )



昭和 62年 12月 6日 (日 ) り つ め い か な が わ

神奈′
`1県
支

“

の自根へ。「立命鮨創始百二十年 学ヽ國倉J立

九十周年の雰金協力について」 ・・ ・ '・ ・・

募金活動特 B」委員長  車 宗成 (32年法 )

当地、神奈

'11は

幕末のF[国以来、国際関係に最も係った地の一

つであ り、記念事業で他大学 ^・先がけてのコ策関係学部の開設

の意義は大であると考えます。支部では募金活動特別委員会を設置し、活動を始

めました。皆様、こ協 7tlの程お願い申し上げます。

第 1□

“

雀 大 会 開 か れ る

7月 [LI(日 )に校友会神奈 :ilF支部の第 2回麻雀大会が開離

されました。当日C参加者ほ少人ケでし′たが、先姜 後輩と気が

ね無く

“

気あいあいと書機ゲームを楽しまれたようです。優勝は

実 1回な弓じく茂ビ叢 (3二年理工)で言品を獲得されました。

尚、賞呈はまオ様 (■年■)の窒鼈でありま iプ た。次日にも皆様、運と実力讀

しに大 t7・ に ご参 /」l下 さ い。 上五 隆 (●1年法 )

騰 田 寛 一 支 部 長 邸 誠 間 の 記     |

口下 供 (“年文)       |

3月 2,日 (■)E苛 、長坂インター ri
午後まで、腸理先生3お世話になった。 :

本家と書藤・戸::・ ■下というメンバー

だったが、員嶽より三:質、なご苺かで■
`‐
つ′̀_● '、 Ft"ヽ ^し

1ヽ泉  ヽ`C・ ‐・~‐ ´`  ・

実した時間を送れたc SⅢ町花水にあξ

ア トlチ エを基点 it■′て22ヨ lま■ン |ヽ リ
ー

白′ヽ工場、地酒「
‐し賢」を見学「執鉱」

つ

.ヽ
、.′

:::』i:層璽奎具:lri:こF:言 ll樹選三:]IE  E:!層 ][ |
した。夜は,'一 ^(キ ューをたら卜く食べ |コロ配嘔二 綴   ■奪糧 勉 i

Jし沢美術館 `温泉植吻ヨを見学 l_`、 自然

し,■。翌潟日は諏訪大社 (■・下さい と

Jし沢美術館 `温泉植吻ヨを見学 l_`、 自然

に規しみ学術的な雰囲気の■で行程を無

事終えた。農家で野菜を分けてもらつた

り、道路が渋滞したり、雨がちだつたこ

とも思い出としては、より深くなること

だろう。
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昭和 62年12月 6日 (日 ) 第 10号

立命館大学校

友 (高等学校

'教詢との懇談会が

6月 19日 (金)ホ

テル高輪にて行

つれた。大学か

らは近況の報告、参加者からは

大学への要望を出しあい、併せ

て校友相互の親睦をはか っfi。

東京都、Fll奈川県、千葉県、

埼玉県の教職員 13名 、本部から

教職員 6名の参加があ り有意義

な一時をすこすことが出発ま tノ

た。また県内には大勢 a_lⅢ高 t,

いることがわかり、今後交
=Lを

深めていきたいと思います。

懇談会を計画していただいた

大学本部にお礼申 し上げます。

長谷川貞栄 (45年文地理 )

りつめい神奈川

第 8回ゴルフ大会

秦 さん優勝す :

11月2日 t日)好天に恵 まれ
たゴルフの会はあ名の参加を得

てなこやかに行われた。優勝は

秦節三 (31年理工)さ ん、準優
勝は京川紀夫 0年 理工)さん。
今回から嶋崎杯ができたが秦さ

S62.6。 18  神奈 !|1新聞 より

んが同時に獲 得。東京支部の雅会 か ら参加され た 5名 の方々、あ りが とうござい
ました。

◎ 立命館大学校友会報「 りつめいJ昭和63年 3月 25日 号 (第 133号)に
校友の集まる店という題で神奈′:1県支部の活動の様子が掲載されます。

乞う、こ期待 !
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友
会
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奎
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次
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突
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六
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で
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大
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在
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に
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丈
官
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さ
れ
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生
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。
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ぶ
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＾
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と
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Ｏ
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。
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V

田中伊二次先生には神奈∫li県支部へ 10会・ 譜演会と

二度にわた り来ていただいた。こ冥福をお祈 りします。
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立 命 2位 に 終 る

昭和62年度関憂学生野球秋季 リーグ

じ軍旨雪
=基
普窯要早1サ場Eフ 1塾

言よら姜]雲1'子]量量蓋菫醤馨V
霞議[議 3[監為豚饗蓉fi壺電〔喫稗
大姫路)が初受賞。来季に期待したい←

僣葬Ь憂冒奎奎美菫基馨奇姜al嘉皇暑管亀覆景盤握槍〔宥循騎2r豆否話:こ
勝校法大に 7-3で

"利
した。

神  奈 県 支 部 縁 区 の 会  開 か り る !

11月
"日
(日 )青葉台のレット・ 13プ ス ターにて緑区在住の校友 9名が集った。

新年の 1月24ヨ (日 )新年会 (会場未定 :幹事 今日吉人 (34年法)さ ん 雪
962-

4422)を 行います。大勢の出席をお願い tノ ます。
(長谷川 )



昭和 62年12月 6日 (百 )
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冬
繊
員

に
高
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氏
選
ば

れ
る

六
月
末
、
文
部
省
南
極
地
裁
観
測
統
合
推

進
本
部
総
会

で
、
第
二
十
九
次
南
極
観
測
漱

の
ア
ン
パ
ー
が
決
ま
り
、
京
都
府
か
ら
市
川

信
夫
さ
ん

（昭
４７
理
）
が
選
ば
れ
た
。

市
川
さ
ん
は
現
在
、
京
都
大
学

の
防
災
研

究
所
に
動
藩
¨
越
冬
隊
員
と
し
て
南
極
に
い

ス
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訴
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地
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物
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と
し
て
、
地
震
や
潮
の
様
ち

千
き
の
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を
続
け
る
。

日
本
隊
と

し
て
初
め
て
の
女
性
隊
員
が
奉

加
す
る
な
く

多
く
の
話
期
を
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せ
て
観
測

船

「し
ら
せ
」
は
十

一
月
十
四
日
東
京
港
を

出
姿

，
亀

越
冬
隊
つ
露
嶼
は
六
十
四
讐

二

月
下
旬
の
予
定
。
昭
和
基
地
で
の
十
六
ヵ
月

が
、
”
康
で
実
り
多
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
を
お
折
り
す
る
。

⌒

ライター 山本自美子 (4年法 )

⌒

立命館 '同本社大卒が群を抜く

京都の社長さん

民間の信用調査機関である帝国テータバン

ク京都支店は,府下に本社を持つ企業14.郷

社の社長像をまとめた。大半が中小,信人企

業.大学卒ら社長は4`"=人 t力 3%夕 で,出

身大学別にみると,立命館大が1.051ノ、,同

志社大が1´ 038人と両大学出身者が群を抜い

ていた。以下東大210人 `早大1:3人 ,京都
工

餞大106人 .慶大100メ、,関大97Aの機

社長のプロフィールでは,昭れ生れが71%

強,女性社長504aで全体の4%。 鯨 奪新聞

よりう

◎ 幹事・住所変更のお知らせ

長浜 隆文 (54年経) 8(044)62-9411
〒 223横浜市港北区日吉本町 3-45,19-102

。第 10号をおとどけします。会員の方々に少しでもお役に立つよう、読んで

楽 しい広報となるようI夫したつもりです。編集についてご意見ありまし
たら、お寄せ下さい。

・ 全国―のアッ トホームな支部となるよう幹事一同がんばっていますので、
会合には出来るかぎりのご出席をお願い致します。

・校友の皆様、良いお年をお迎え下さい。



近未来を見つめるライフ・デザイナー

主な事業内容

フアノくし/リレ

宝石貴金属

毛皮
ν

化粧品

呉服

出版

健康関連

貿易

外食

総合不動産

V

本   社 :大阪市大淀区中津 1丁目6-Z(世 界長ビル)

東京本部::3)]量
1肯II"意〉11]}ワーアネックスビル)

横 浜 支 店 :神奈りl:県横浜市神奈たI区鶴屋●12-21-9(三 善ビル)
〒21電話 :∝5(312)1321(代 表)

京都営業所 :京都市下京区松原西堀;i:西入ル北Fう前町761(セ ントラルビル2F)
〒∞0電話 :075(801)3726(代 表)

神戸営業所 :神戸市中央区明石町18(大日明石ビル3F)
〒650電話 :078(3")1191(代 表)

代表取締役社長 相澤 良 信 憾 m30年理工)


